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料と方法】 抗原特異的 Th2 応答における Munc13-4 およ
び Exophilin7 の役割を明らかにするために，Munc13-4 遺





や IL-5 等，Th2 サイトカインの分泌が有意に増加するこ
とも認められた．Jinx マウス由来の樹状細胞と共培養した





語】 Jinx マウスで Th2 型免疫応答の亢進が認められる一
方で，Exophilin7 遺伝子欠損マウスでは Th2 型免疫応答
が減弱しており，Munc13-4 および Exophilin7 が抗原特異
的な Th2 応答において相反する作用を有していることが


















































した（J Dermatol 2016; 43: 56-62.）．さらに，無作為化単
盲検試験によって，レイノー現象・手指潰瘍に対する B
型ボツリヌス毒素の有効性も世界で初めて明らかにした













張し，一部では消失していた．症例 2 は 73 歳女性．左母
指及び 4 指先端に潰瘍が出現．CT アンギオグラフィーに
て左手掌動脈弓の描出不良あり，爪郭部毛細血管の蛇行・
拡張がみられた．プロスタグランジン製剤点滴に加えてボ
センタン内服を行ったが難治．これらの症例に対して B
型ボツリヌス毒素を局所注射した．投与 4 週間後のレイ
ノー状態スコアと痛み・痺れ（VAS）は著明に改善し，チ
アノーゼの改善と手指潰瘍の縮小がみられた．血管造影検
査または CT アンギオグラフィーにて固有指動脈の血流障
害の改善がみられた．爪郭部毛細血管異常の改善もみられ
た．【考察と結語】 これらの結果より，B 型ボツリヌス
毒素局所注射が全身性強皮症に伴う末梢循環障害を改善し，
